
The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

ologloal 　SOOIety 　 of 　Japan

第 ユ6 巻 第 1 號 昆 蟲 昭 和 17年 3 月

北 海 道 に 於 て 農 作 物 を 害 す る 針 金 蟲 類

櫻　　井　　　　清

北 海 道 農 事 試 驗 揚 昆 蟲 部

ON 　THE 　WIREWORMS 　 INJURIOUS 　TO 　AGRICULTURAL

　　 AND 　HORTICULTURAI 、　PLANTS 　IN 　HOKI （AIDO

Bり 1（IYOSI　 SAKURAI

　　　　　　　　　　　　　　　 L 　緒　　　　 言

　針金 蟲類即 ち コ S ツ キ ム シ 科 の幼蟲は ，コ ガ ネ ム シ 科 の 幼蟲 と共 に潜土 性害 蟲 の 代表 的 な

もの で あ つ τ 1 現 在防除の 最 も困難 な害蟲 の
一

に 翠げ られ て居 る。本邦で も各地 に 於て その 防

除法に 就て の 研 究は 乏 しくな い が ， 有害 な種類に 就て の 分類學的研究 は從來掌で ，筆者 の 寡鬪

な る ， 樫に 臺灘 に於 て甘藤害蟲 と し C の 針金 蟲に 就 で稍詳細 な研究 と， 北海遯，樺太 に於 け る

一，二 の 重要 な種類 に 就て の記載が あ る位の もの で J 農作物 に有害 な針金蟲 と云 へ ば多 くは カ

バ イ ・ コ メ ツ キ 助 rlo蜘 勁
・
融 ε祀 AND 立ZE の幼蟲 と して 取扱は れ で ゐ る。然 しな が ら針金 蟲は

決 して この 1秘 に 止 ま る もの で は な く ， 随 つ て數鍾類が 混在分布 しr ゐ る 地方 で は，そ の 種類

を 明確 に 識 別す る こ とが ， 生態竝 に 防除法考究の 上 に先づ 必要で ある こ とは 言 を俟 た な い
。 筆

者 は數年來 ， 北海道 に 於 け る 針金 蟲 の 研 究に 從 事 して ゐ る が ，その 第 一歩 と して 餐地 の 針金 蟲

を飼育 し 〔種類 の 査 定 をな し， これ と併行 しτ生態，防除法等 の 研 究を行 つ て來た。素 よ の斯

極 の 研究は ， 針金蟲の 習性 よ を，見 て極 め て困難な問題 で あ つ て ， 生態の 闡明に よ の 適確 な防除

法が樹立 され る まで に は獪前途遼遠 な る もの が あ る が，種類を明 か に せ る こ とに よつ て ， 從來

混 同 され て ゐた 針金蟲が種類に よつ て 生態的に 顯著 な譱異の あ る こ とを認 め得 た場 合 が少 な

くな く， 交 文獻參照上 に 役立 つ て 防除法 の 考察の 上 に 暗示 を受 けた 場 合 も亦一再 に 止 らなか

つ た．仍 て 単渚 は現 在 まで に判明 した 針金 蟲 の 種類 を 分類學的 に 檢討 し， 併 せ τ分布及 生態

上 の 二 ，三 の 知見を加 へ て 鼓 に 公表 し度い と思，ふ 。

　本文 を草す る に 當 り，常 に懇篤 な る 御指導を賜 つ た 北海逧農事試驗場技師桑 山覺博士 に 深

甚の 瀧慧を表す る。又 成蟲標 本の査 定 と種 々 な る助鴛 とを賜つ た 臺灣總督府農業試驗所技 師

三 輪勇四郎 博士 ， 文献渉獵の 上 に便宜 を與 へ られた 北海道帝國大擧農學部講師河野廣道愽士 ，

資料 蒐集其の 他調査上 の 便宜を與 へ られ た 北海道農事試驗場島松馬鈴薯玉 蜀黍試驗地在勤の

各位，及各 地 の 試料を提供 せ られた後記す る 諸彦 に野 しで深謝する。尚本丈 中標本寫眞 は 中

村克己氏，被害寫眞は和 田忠雄氏の手 に 成る もの で ， 併 せ て謝意を表す る次第で あ る、

H ． 北海道に於 ける針金蟲の 種類とその 被害竝に分布

　三 輪博士 （1934＞に よれば北海道に産す る コ メ ツ キ ム シ の種類 は SO種に達す る が ， 圃場に

普通 に 棲息する幼蟲は実の 8種で あ る。
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　 以上 の 中

して農作物 特に 麥類，玉 蒟黍，馬鈴薯等に 大害を與岱 ， 經濟 的 に 最 も重要 な 種類で ，北海道 に

於 ける針金蟲の 被害 は 主 と して こ の 2種 に よ る もの で あ る。ク シ コ メ ツ キ は 圃場 の 比 較的深

部 に散 見せ られ る が
， 目下 の ところ農作物 に 對す る被害は 見受け られ な い

。 その 他の 種類は比

較 的發 生が 少 な く ， 隨 つ て 被害 も轣 微 に 止 つ て ゐ る。乃 ち北海邀に 於 て 農作物 勧 口害す る 針

金蟲で ， 現 在迄に判明 した もの は 7 種で あつ て ， 從來考 へ られて ゐた，カ バ イ ・ コ メ ツ キ の 幼

蟲 は まだ 圃場 に於 で發見 せ られず 画 僅に 威蟲が 2
，
3 頭採集せ られ C ゐ る に過 ぎな い。徇 ， 本

州 に於 け る針 金 蟲 もカ バ イ ロ ゴ メ ツ キ と し で取扱 は れて ゐ る が，筆者 が埼玉 縣
1）及長 野縣

u〕
よ

1．　 サ ビ キ コ リ　Lacmz　b踊 o♂凾 娼 ｝∫（鵬 CIIu 珊 KY
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8， ハ ナ コ メ ツ キ の 1 種 ？lcettJj｝ych・us　Sp ．？

　　　　 マ ル ク ビ ク シ コ メ ツ キ 及 び ト ビ イ ロ ム ナ ボ ソ コ メ ツ キ の 2 種は ， 局地 的に發 生

祓 醐 1… 村 名 1針 鰄 の 種 釧 囎 地 ・ 土 質 主 要 被 害 作 物
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1甘 藍 ， 馬 鈴 薯 ， 麥類 ， 玉 蜀黍 ， 莱齦，蕪 著

馬鈴薯 ， 胡蘿衛，†『薦 ，麥類，玉 蜀 黍

｛ 玉 蜀黍，燕 麥
1
玉 蜀黍 ， 燕麥

燕 麥 ， 玉 蜀黍 ， 馬鈴薯

1玉 蜀黍 ， 嶇鈴薯，燕麥
　
亅燕麥 ， 玉 蜀黍 馬鉛薯

1燕麥・玉 蜀黍・馬鈴 薯・牧 草，小 豆
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i麥瀕，玉 蜀 黍，馬 鈴 薯
　

；麥顛 ， 玉 蜀黍，菓 豆 ，馬 鉛 薯

1 麥
’
類

麥
’
類 1 玉 蜀黍 ， 菓 豆 ，小 豆

麥凱 玉 蜀黍，馬 鉛 轟 菓 豆，大 豆，小 豆

1

匂幼蟲 の 迭付 を 受 け て飼育 した結果 に よ れ ば J 孰れ も V ル ク ビ ク シ コ メ ツ キ で あ つ た 點 よ り

　　1） 埼 玉 縣立 農 事 試驗 場 技 手 111崎 忠 和 氏 よ り寄 遒 を受 け た。

　　2） 長野縣立 農亊試驗場桔梗 ヶ 源試驗地 よ り蓬 付せ られ た。
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櫻り1：清 ： 北海 道 に 於て 農作物 を霽 す る 針 金 蟲類

見て ， 他府縣に 於 て もカ バ イ ・ コ メ ツ キ の 他 に本種 が相當廣範圍に亙 つ て 分布 し，害 をな して

ゐ る の で は な い か と考へ られ る
。

　北 海道 に 於ける針金蟲の 被害 は 全 道的に 見 られ る が ，特 に激甚 な地 帶は第 1 圖 に 示 した蓮
りで ， 被審欣況を町村別に表示 すれば前頁の 表 の 如 くで あ る。

　即 ち北海道 で 針金 蟲の 被害 の 激甚 な地帶は 前表 の 如 く數箇所に 亙 る が ， これを土質よ り見
て 2大 別す る こ とが 出來 る。その 1 は 石 狩川 の 流壊即 ち石 狩 芝F身の 主 と して 泥炭土地 帶で ，ト

ビ イ ロ ム ナ ボ ソ コ メ ツ キ の 被害が あ り，他は同李野中の 一部及び膽振 ，十勝 ， 上川各支 廳管内

の 一部に 亙 る 主 と して 火山性土 地 帶で，v ル ク ピ ク シ コ メ ツ キ の 被害 が あ る。これ等0〕地 帶

では麥窺 玉 蜀靄 馬鈴薯等 が主 に食害 せ られ ， 特に 燕 麥，玉 蜀 黍等は全 滅白勺の 慘害 を受 け る

爲に ， こ れ 等の 作物の 作付 を斷念す る の 止 むな きに至 つ Cゐ る箇所 さへ もあ る。而 し C この 2

｝

第 1 圖　針 金 蟲分 布圖　特 に 被害激甚な る 地 帯の み を示 し，黒 色 に 塗 りた る 箇研は トビ イ m

　　　　ム ナ ボ ソ コ メ ツ キ，斜 線 を施 せ る 箇所 は マ ル ク ビ ク シ コ メ ツ キ の 分布 を 示 す ．

種が 同一地 方に 於 C も土質 に よつ で 劃然 と分布を異 に し て ゐ る の は興味 あ る こ とで ，V ル ク

ビ ク シ ゴ メ ツ キ は前述の 激害地 以 外に も西南部一
帶に 分布 し C ゐ る が ，そ の 發生は比 較的少

な く， ト ピ ィ ロ ム ナ ボ ソ コ メ ツ キ は前述の 泥炭土 地 帶以 外に は現 在の と こ ろ發生が認 め られ

な い
。

こ の fU」）種類で は 赫 カ バ イ ・ コ メ ツ キ 及び ・ ガ ネ コ メ ツ キ ガ根室 釧路 匳倆 支廳管

内 の や うな北海道で も比較的寒冷な地 帶に發 生の 多い 傾向が認め られ る が ， その 他 に 特記す

べ き分布上 の 特徴は な く，これ等は孰れ も被害は輕微 で あ る。

　北海道に 於 て針金 蟲の 被害が現 はれ るの ば 5 月 中旬頃か らで ， 同月下旬 か ら6月 中旬 に亙

つ て 被害 の 最盛期 に 逹す る。實驗 に よ れ ば針金 蟲 が 活動を開始す る の は 地 澀が 11°C 〜12°C に
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な つ た時で ， これは恰 も札幌地方 に 於け る 5 月申旬 の 地温に 相當す る グ，こ の や う に針金 蟲

の 活動の 時期 が邂 い こ とは ， 防除 法の 考究上他府縣 に 於け る よ のも一暦 の 困難 を感ず る と こ

ろで あ る。こ の 時期に は 玉 蜀黍 ， 麥類等の租于 に食 入 し， 或は そ の稚蕾の 地 下 部を陳食 しで枯

死 せ しめ ， また蔬茱類の 地 下部 を も唆食 す る
。 馬鈴薯に あ つ て は種薯に 多數食 入す るが ，發芽

に は 著 しい 影響 は 認め られな い e 其の 後 7 月 に 入れ ば針金蟲が 地 下 の 比較的深部 に 潜入 す る

こ とと ， 作物 の 生育が 旺盛 な爲 に 被毯：
は顯著 で な くな る 。 秋 季 に は馬鈴薯の 新薯 に對 して ト

ビ イ ロ ム ナ ボ ソ コ メ ツ キ の 被害が 認 められ る が
，

V ル ク ビ ク シ コ メ ツ キ の 被害 は 比 較的 少 な

い や う で あ る。
　　　　

tt
　 　 　 　 　 IIL 種 の 記 載

1． マ ル クビ ク シ コ メ ツ キ MelaitotttS
’
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　　　　　　 　 〔第 2 圃 i 第 1 ［圃 Jl反 1〕
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　E 亅IC．　M 〔川 tlL　M 島9，，　XVI ，　P．156 （・1S79）； 三 輸 1 蘯，中，研．報告，65 ・

　 　p．101 （IY34）．

　jft・lcc・tiotits 　el
・
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・
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3）　桑 lll （11LiC　GA｝ξ】））ZE ）， 耳匕農言際座 ・ 1国 P・24　（1910〕ヨ　ibi〔1・，　krl・匸匯力・，　IJIIr，1，

　 P．2茄 （1940）．

　成 蟲 體 は 細長 ， 黒鞨 色 を呈 し一面友色 の 短毛 で 覆は れて ゐ る。頭部は凸形 ， 黒 色で 粗大 の 黙刻 を 密

布 す る．前胸は 黒色，前方 に 鬩味 を帶ぴ，點刻は 頭部の もの よ り小 で あ る 。 後縁鉤 は 後方 に 突 出 し，龍 骨

　　　　　　　　　　　　　　　 突 起 を 有す る。翅鞘は 同色 ， 頭胸部 の 約 2・5 倍の 長 さを 有 し ・

’
tJ

際

　 　　　 の 黠 刻縦列を走 ら し，閭室 に は微細點刻を密布する。腹部は 嗜赤色。

第 Lt剛 　マ ル ク ビ ク ン コメ ツ キ

　 jfd ぐ‘尚 融8　 catccle：u　 LEwrs

　　 幼 蟲 の 第 9 腹 節背颪

觸角は 暗赤褐巴で，第 3節 は 第 2 節 よ り僅 に 長 く， 兩者共小形 で 略

球形 を呈 す る。第 4 衝iは 前 2 節 を 合 した もの よ り少 し く長い 。脚

は 暗赤褐色。附肺は 箪純 ， 爪 は櫛齒状 を呈す る。體長 9 粍内外。體
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

幅 2，7 粍内外 n

　幼　蟲　充 分成長 した 幼蟲は 體長約 25 粍，體幅約 L7 粍 に 逵 し，

細長 い圓筒形 で 光灘あ る茶褐色を呈 し ， 頭謝；
， 第 1胸衒汲 第 9 腹節

は 赤褐色 で ある。朞節の 後縁 は 暗色に 縁取 られ て ゐ る。MI部 は扁 Zド

で 幅蛮い 梯形 を皇し，縦勝を具へ 1櫛 肛1點刻を 粗布す る。前縁 に は 1

箇の 三 角形 鼻状突起を有す る。大腮は黒褐色 ， 比較的紬長 で 内側 に

1 齒 を有す る n 亜 腮は 長 く略矩形を呈 す る。・隙背面に は微細な點亥ll

と 紬溝を有し，第 1 胸節は 長 く， 第 2
， 第 3 胸飾を合 した もの と略

等長。第 2 胸節 か ら第 3 腹節 に 至 る各節前縁側方 に は 濃赤褐色の

新月形凹陷状斑紋を有す る。第 9 腹節は 長 く扁
Zドで 側方 に 角 張つ て 居 の，先端 は 3小突 起 に分 た れ，兩側

の 突起は 極め て 綏やか に 側方 に突出し， 末端の もの は鏡 く赤鵑色を呈す るi 背匝i前方 には ≦條の 縱線を走

ら し，後 三ド部は 著しい 横皺 と粗大 なる深 い 點刻 を 密布す る，氣門は長楕圓形 で赤褐色 を呈 す る e

　分　窺　北海道 ， 本州．九州 。　　　　 e

本種 は北海逍 に 於 て は 埴土及 埴壌 土地 帶に も廣 く分布 して ゐ る が ， 主 として 火 山性土 に發

生が 多 い。本種 の 被害作物中，最 も被害 の 多い の は玉蜀黍 ， 麥類 ， 馬鈴薯等で
， 麥類の 中で は燕

　　3 ｝ 桑 山 氏 が 記 載 さ れ た 21fel‘；？iotus 　 ervtltro ノ”JPttS　CIA：
・
pbzE コ ガ タ コ メ ツ キ は 飼 育 に よ つ て 得 た 成

　　蟲 tc就 て 曩 に 筆者 が 同 定 し た と こ ろ に 櫨 られ た の で あ る が ，其 の 後 ，
三 輪氏 の 査 定 に よ n之 は Sleiano−

　　tttS　 eClttttex の 誤 Yで あ る こ と が 判 HJIした の で 鼓 に 訂 正 す る
。

！

●
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一
聯冒

麥が最 も甚 しい
． 又 髞 栽彫 也帶で は

・
口攜 胡鰤 廿讌 豆若 くは大豆 1 小豆等 に 被 缶：が尠 く

ない が
， これは ト ビ イ ・ ム ナ ボ ソ コ メ ツ キ と比 較 して 注意 す べ き 點 で あ る 。本種の 經過 習性

に 就 て は 未だ判然 しな い 點 が尠 くな い が ， 大體 1 世 代滿 3 箇年 を要す る もσ）の 如 くで あ る。

最絡年の 越年 は 成蟲態で あ つ て ，越年 した 威蟲は 5
，
6 月 の 候に 地 上 に現れ て交 尾産卵 し， 孵

化 した幼蟲は そ の 年，第 2 年 目及第 3年 目の 春 季迄加害 を績 け て 成長 し 7 月 中旬か ら S 月中

旬に亙 って老熟 して 地 中に土窩 を 作 り ， その 巾 で 蛹化す る 。 蛹期 は 極 め て 短 か く 9〜12 日で ，

刑化 した成蟲ば 地 上 に 現れず そ の まま蛹 室 内 に 止 つ て越 年 し， 翌春 出現 す る。威蟲（S　（r， 月上 ・

中旬 に 最 も多 く出現 し，晴天温暖 g）日中に 盛に飛≠豺活動す る習性 を有 して 居 る．本毬が 長野

埼玉 兩縣下 に發生 して ゐ る こ とは 前述 した ところ で あ ろ が ， 埼 玉縣下 に於 て は 全 縣下 に發 生

し， 特 に 洪積地 帶に ， 發生が多 い 。被害は甘藷が最 も多 く， 小 麥，大麥 ， 馬鈴薯等が これ に 次 ぎ ，

その 他各種 園藝作物 に及 ん で ゐ る との こ とで あ るη
。長野縣 に於 け る發生 状況 に就 て は 明 か

で ない が ， 山崎氏 （1989）に據れ ば長 野縣立農事試驗場精梗 ケ 原 試驗地 の 圃場 に は本種 の 發生

多 く，試驗施行上惱 ま されて ゐ る と云 ふ ことで ， これは北 海道農事試驗場島松馬鈴薯玉 蜀 黍試

驗地 に 於て も本鍾の 被害 が玉 蜀黍育種試驗の 上 に
一大障碍 とな つ て ゐ る の と揆 を 同 じ う して

ゐ る
。 これ が對策は 兩試驗地 共 に 種 々 講 じて 居 t）， 桔梗 ケ 原試驗地 に於て 1ま玉 蜀 黍播種 20〜

30 日前頃 に 9〜3 尺の 間隔に 作滕を作つ て馬鈴薯の 切片 を塊沒 して 置 き， これに 針金 蟲を誘引

し， 播種 5H 前位 に掘 り出 して 捕殺す る方法 ， 及 び播種 10 日前 頃 に作 絛の 聞に同樹…に薯 塊を

埋沒 して後玉蜀黍 を播種 し， 種子 の 發芽後に薯塊を掘 吟取 る 方 法 を 行 つ て 頗 る 顯著 な效果 を

牧 め て ゐ る 。島松試驗地 に於て も同様 の 誘殺法が 試 み ら才した が ，前述 の や うに 北海道で は 玉

蜀黍の播種期た る 5 月中旬 以前 は 地 温が低 く， 未 だ針金 蟲 の 活動が 鈍 い 爲に 誘引 せ られ る も

の は 極 め て 少 な く， 玉 蜀 黍の 發芽後 に 至 つ て誘引 せ られる もの が 多數あ つ たが ，被害 は 免れ

る こ とが 出來 なか つ た，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
t

2．　トビイロ みナ ボ ソ コ メツ キ

Agriotes　fZtscicotSis塾rlw’、5〕

　　 〔第 3 圓 ｝ 第 1 鬮 版 2〕

　．t：p
．Seees∫ε‘細 〔

・
副 葱5　 M エwA

，　 hls・｝・正謡 s り II1
，
1・ P・A （192S ）｝

　　ibid．，臺．中研 ．報告，65，　P・13E，　P・157； 桑 山・北・農・試
’・藁報 ・

　 U1 尹　P．　41　（1938）；　量bid・，　d匕農講 丿｝経」
4

，　P・24　（194〔1｝｝　ibid・・

　 オ1芭．i回亅．，　、「III，　1， τ】・　25う　（1940）・

　成　蟲　1豊は 細長，暗褐色で次色の 短毛 を密 生 し、光澤 か あ る。可〔

胸部 は 黒鞨色。前背板 は 圓味を帶び、 中央部雨側は 略
∠
ド行 し ， 後縁

角 に 龍骨突起 を 有す る。全面細小の 黙刻 を密布し ， 中央 に微な 1縦

溝を有し ， 前縁竝に 後縁角は赤色を 帯 び て ゐ る。翅 鞘は 頭胸部 の 約

／

／

／
”

／

冷．

＼

、
丶

＼

　 　　 第 　 3　圃

ト ビ イ ロ ム ナ ボ ソ コ メ ツ キ

．・1．q’
・
沁‘es　fttSCt

’
c・oih

’
．“ ），［

’
lxv　，t

　 幼 蟲 の 第 9 腹 節背 面

2 管の 長 さで 嗜褐芭 を 呈 し，荻色の短毛を密生す る 。
y 條り深い 點刻縱列 を走 らし， 膚屋 は隆起 して 縮皺

を装ひ，第 2〜第 5 間室は 暗 笆 を帶びて ゐ る。觸角 は 赤碣色 ， 第 2節 は 球形を呈し・極 め て 小形 で 第 1節

に 雫ば陥沒す る 。 第 1 節 は 次 の 3 節 を 舎 した もの と 略等長。脚 は赤 褐色。體長 8．7 粍 ， 膿幅 ：1．5 粍内外、

　 4）　昭 和 ］4 年 7 月 6　日附埼 王 縣 立 農事 試驗楊 よ りの 公 文 箇
：に 據 る

。

　 ・5｝ 本 随に 就い て は 元 北 ll扉迸 農事 試 驗場
’
技手 故瀧澤 求 氏 の 研 究 に 負ふ と こ ろ が 多い 。
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昆 蟲 ・第 16 巻 第 1 號

　 幼　蟲　充分成長 した 幼蟲は細長い 圓筒形で ， 光澤ある淡卵黄色を呈し ， 皚長約 23 粍 ， 膿幅約 13 粍

に 違 す る。各節の 後縁 は 暗 芭 に 線取 られ ， 微 か な縱線 を 有す る。頭部は 稍扁 築 で ，少 し く幅贋 い 矩形 を呈

し
， 體 と 同色，口 部は濃赤禍色。 前縁に 1 箇の 短い 赤隅色鼻状突起が ある。觸角直後 の 外方には黒色不正

圓形の 膜妝紋を有す る。大腮 は濃赤隅色 ， 幅贋 く背側耐 。こ三 角形を梟 し 、 内甬iに 2 齒を有す る。瑠巨腮は 少

し く後 方 に飆 まつ た 矩形 を呈 し・前・後 方 1こ各 1 對 の 長毛 を 生 ず る。第 1 胸節は長 く， 第 2， 第 3 胸節

を 含し た 急の よ り少 し く短 か く， 第 1〜第 S 腹節 は 略等長。第 9 腹節は 長圓錐形 を 呈 し 、 末端 は 赤褐色

の 小突起 に 絡 つ て ゐ る。黼 iに は微 か な 4 縱峰を裝 ひ ， 前縁に 近 い 爾 側 に 赤禍色の 大な る瞑駄 の 凹陥を
’

有す る d 氣門は 長楕斷 弘 茶鷸色 を呈 す る 。

　 分 　布　樺太 ・ 北海道 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
幽

　本 種は 前述 の や うに ， 北 海道 で は 石 狩川 の 兩側 に 布衍せ る 泥 炭土地 帶の 特に 排水 不良 な と

ころに 蔟 生 多 く，それ以 外の 箇所に は未 だそ の 發生を 認めな い 。被害作物 は前種 と略同樣で ，

玉蜀 黍，麥類，馬鈴薯等 は被害甚 しく，麥類の 中 で も燕 麥は最 も甚 しい 被害を受け る。そ の他

根菓類 ， 蔬茱 ， 大豆 ， 小豆 等 を も加審す る が ， 其 の 被害は 比較的輕微で あ る
。 而 して 泥炭土地

帶 に 於て は 一般 に 燕 麥，馬鈴薯，玉蜀黍等本種 の 好食作物を輪作す る 場 合 が 多 い 爲 ， 特 に被害

准増 す もの と考 へ られ る
。 本種の 習性に鑑み ， これ等の地 帶に 於て は 排 水 に よつ て 或程度 ま

で 發生 を抑止 す る こ とが 出來 る
。 本種 の 經過習性は未だ 判然 しな い 點 が 尠 くな い が ， 前種 と

略同樣の 經過 を な し，
1 世代滿 3 箇年 を要 する もの の 如 く，越年瓶況 ， 幼蟲及蛹 の 期聞等 は前

極 と殆 ど同樣で あ る 。唯本種の 成蟲は 日 中は 地 中又 は 暗所 に 潛伏 して 活動 しな い 習性が あ り，

前種が晴天の H 中に 盛 に 活動す る の と全 く趣を 異に して ゐ る。本種は樺太 に も分布 す る こ と

が 知 られ て ゐ る が，筆者が 樺太 か ら多數の 試料 の 途付 を受 仇
6 ）

飼育 して 得た成蟲 は ， 本種 と形

態的に
一

見異 る や うに 思 は れ 7cの で 、三 輪博 士 に 査 定を 煩 は した と こ ろ，一應本種印 ち砌 蜘 伽

尹顧 ω 傭 と査 定す べ きで は あ る が，Ago’iotes　 ebscvndu，s に酷似 して ゐ る 點 も多 く，或は兩種孰

れ か の Biological　 race か も知れ ぬ との 囘答 を與へ られた
T）
。

才
／

　　　．餌　 4　圖

　 オ ホ カ バ イ ロ コPtツ キ

Ag 」
’iotes？」ei・曲 η梶佃 LEWI 臼

　幼 蟲 の 第 9 腹 節背面

3． オホ カバ イ ロ コ メ ツ キ Agriotes　persimitis　LE“Vls

　　　　 　　　 〔第 4 圖 i 第 工 圖版 3〕

　Agi’iote，g　P6漉 7崛 ぜ8　LEw 【s
澗
A1川 ・Mag ．　N 乱t．　Hist．， （6）XIII ， 1）．312

　　（IS94｝；　瓦TlwA ，　Ills．込Tats．，　III， 1，　p．43 （1928）；　羊公ホ∫】　日．昆．大

　　圖 鑑 ・P・180 （1931）；堀 ・樺・中．試．特 別 彙報，1， P．66 （1933）3 三

　　輪 ・ 薹 rl」研 ・報告，6δ，
　 P．133，

　 P．157 （1934）、

　成 蟲 體 は 細長，黒色で荻色の 短毛 を 密生 す る。胸部は 凸形 ，黒色を

呈 し，雨側は 略雫 行，後縁角 は稱張 大。背面 に は一賺の 點刻を密布 し，中

央に 1 縱溝を有す る。翅鞘は頭胸部の 約 2 倍 の 長 さ を有し ， 赤鯣色．點

刻縦列 は 黒色で 著明。第 1間室は暗色を帯び る。觸角 は晴禍色 で あ る が ，

第 1節は 明 るい 赤褐色。脚は赤鳩色 D 體長11・5〜12．5 粍。鱧幅 3．1〜3．7

粍e

　幼 蟲 充分成長し た幼蟲は細長い 圓筒形で ， 體長 26粍 體幅2．5粍
内外。 全障光澤あ る淡黄謁色を呈す る。頭部は 睡 ｝こ比 し 大きく ， 短 い 矩

li｝ 樺 太 me中央 試 eefrrl手 蓮藤和衛氏の 寄邇 こ 係 る 。
7） 昭 和 16 年 2 月 2S 日付涵 信。
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櫻非涛 ： 北 海迸 に 於て 農作物 を害 す る 針 金 蟲 類 7

形 を呈 し、暄 と 岡 色。口 部は 濃色，大埋思は 強 大 で 先 端 鏡 く，内面 に 1 齒 を 有す る。亞 腮 は 長い 矩形 で 次 第

に後方に狹まる ny 第 1 胸節は 長 く ， 第 2
， 第 3胸部を合した もの と略等長。第 9 腹節は 長圓錐形を呈 し ，

背而 に は淺 い 縮皺を装ひ ♪ 先端 は稍大な る濃赤碣色乳房獣 の 突 起 に絡 つ て ゐ るn

　 分 布 樺太 、 千 島，北 海 邁 ・ 本州。

　本種は前逑の 趣 卩 ガ ネ コ メ ツ キ と共 に根室，釧路 國兩支廳管 内に發 生 し，他の 地 方に は あ

ま 向 見受 け られな い。徇 ， 同地方で は ヒ メ サ ク ラ コ ガ ネ 孟1卿 しr劭 σ齲 甜 1‘廊 MOTSCHUL 阻 Y 等

の コ ガ ネ ム シ 類の 蟲に よ る被害が 甚 しい 爲 ， 針金蟲類 の 被害程度 は 判然 しな い 。．北海道 農事

試驗場 に所藏せ られ る 本種 の 成蟲 の 標本は ， 北 海道 内で は 根室，釧路 國兩支廳 管内で 採集 され

た もの の み で th　e），また千 島か ら 多數採集 され，樺太に も多 く發 生す る と云 ふ 事實 に よれ ば，

木価：は 寒地性 σ） 1、 の と考へ られ る。堀氏 （1933 ＞に よれば ， 樺太 に於け る 針金蟲類 の 被害は本

種に よ る 場合 が 多 く，麥類 ， 玉 蜀黍 ， 豌豆 ， 大豆 ， 茱豆 ，葱 ， 其の 他各毬園藝作物 に 其の 被害 を 見

る との こ とで あ る が ， 筆者が樺太産 の 材 料 に就い て 調 査 した ところ で は ，前述の や うに 同地 産

の 約 9〔，％ まで は ト ビ イ ・ ム ナ ボ ソ コ メ ツ キ で
S）

， 殘 りが 本種 とコ ガ ネ コ メ ツ キ で あつ た 6 し

か し こ の 分布は 地域的に 異つ て ゐ る の か も知れ ない 。

4． コ ガネ コ メ ツ キ Corgmbites 　puncticollis 　NuT8 ‘1HU 臓 （、
・

　　　　　　　　　 〔第 5 圃 ；第 1 圓版 4〕

「

　〔
．
，

07W めザ偽 2嘶 ！c漉 o，彌 No 、
1
，
sc爪 rl，SICT 圏 Bol］，　S（）c．　Na も．］・［osc ，，　XXMX 亅 Llp．167（IS66〕i松村 7 日．昆，

　　大 岡鑑，V．ユS3 （1931）； 三 11淪， 臺．巾．研．報 告 ， 65，　P・12〔｝（1934）； 桑 μ1・北・農・試 ・彙報 ，6L　1》・41 （1938）・

　成　蟲 體は 幅雌 く扁弔 簾色を帶 びた 黒色 を 呈す る。 頭部は扁芋 で 小點刻 を 密布す る 。 胸部 は 凸形 ，

中 央 部最 も幅 匿 く，後緻角は 外方 に 突出し ， 龍 骨突起を有す る。翅鞘 は 頭胸部の 約 2 倍 の 長 さを有し， 光

澤あ る雛 乃至麟 絶 を呈 L・平行せ るma亥例 を 　 　 1
縱走す るe 觸角 は 黒色 1 鈍鋸齒朕を呈 し ， 第 2 節

は 最小 ， 第 3，第 i 節は 長大。脚は 黒色・ 腿節の

大部分は赤褐色を呈す る。體長 13〜17 粍。體幅

4．5）一．．6．0 粍．

　幼 蟲 充分成長 した もの は 讎長 約 2S 粘 體

幅約 4．O 粍に逵す る。環酬 黄嘶耐は稍扁ヱドな構圓

形を 呈 し 橙黄色、光澤 が あ るu 頭部は體 に 比 し小

形 で 扁 『  幅駈 い 矩形 を な し 7 體：と同色。口 部は 黒

色，、瞠は第 3腹節 に 於て 最 も幅廣 く1 そ れ か ら前 ，

後方に 向つ て 次第 に 狹 ま り・ 紡錘形 を呈 す る。第

1 胸節 は梯形。大腮は 濃赤隅色で先 端 稍鋭く，内

側 墓部に 近 く鏡い 1齒を有す る。薦 腮は 長 い 矩形 。

第 9 腹節背面は 雫 板 伏を呈 し，中央部 に 向つ て 多

ヤ麟
珍

類騰 、

〆評
　　　第 5 圖　 コ ガ ネ コ メ ツ キ

C’O ？
・
V？nbites 　puncticol “s　MOT 呂CHULSKY

　　　　幼蟲 の 第 9 腹 節背面

數の 横皺を刻 み，側縁は 隆起 して 鋸齒状 を呈す る．末端 は 2 叉 に 分枝 し ・ 各上方に彎曲して 鋭 く尖 り・内

側 に は 更 に 1 小突起 を有す る。分枝に よ つ て 闥 まれ た 尾端 の 塞 悶 は横楕圓形を呈す る。

　分 布 樺太・千鳥 ， 北海道 ， 本州 q

　　1） 種 の 査 定 に 就 て は 前種 り 附il己を參照 さ れ度 い ．1
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＄ 昆 蟲 ・
第 16 巻 第 ユ 膿

　本租菫は北を颶 で も主 と して 根室 ， 釧路 國兩支廳管内の 様な比 較的塞冷な地 帯 に 分布 し，嶇鈴

薯 ， 甜 茱 ， 菜豆等を加害 す る が 、 被害は稍軽微 で，經 濟的に は あ ま O 重要で な い一e 樺太 か ら逶

付 を受 けた材料 の 中に も本種 が混在 して ゐ たが ， そ の 數は 極 め て 少 な か つ た ，

5． サ ビ キ ヨ リ Lacon 　binodutus　 MOTsc ・llUISI ｛Y

　　　　　　 〔第 6 岡 ； 第 1 圓版 5〕

　Lcecovi　 b’i・，mchtlus ］　［o ｛vsc 　llし 1・Slc’y・E〔匸・d・EnC・、　IX，　P・S （IS〔io♪； 高橋 ， 羅菓筈蟲・，　P，　Itil　C　U ］28》1

　　松 村 ’ 日・昆 ・大 圖鑑 ’ P・185 （1931）； 褂 淺，日・昆 ・圖鑑 P・6δ〔1 （1932 ）；三 輪，崟・r卜．旺同「1告 、
1崙

， P．

　　67
，　P ・　16：ち　エレ．248　（1934 ）．

　成 蟲 瞠 は 幅贋 く扁ヱ馬 銹樣 の 嗜褐色を呈 し J 鱗毛 を以 て 覆は れ る。觸角 は 黄隅色，脚は 赤 1と｝色。槻部

1ま胸部に 陷入 し ， 全 面粗 大 の 點 刻 を密布す る。前胸前縁角は 頭部 を馳んで 凸出 し，前背楓 糾 吹 隆起 して

1 對の 横位 の 突起 を有す る。頭部 と 同樣 に 全面點刻 せ られ ， 鱗状毛は 暗陽乃至黄隅色，颱 々 に 荻白乃至 荻

黄色の もの を斑紋状 に 混ず る。後櫞角は斜側方に 突出 し・郷 品は 截斷 され て ゐ る。翅鞘外椽 は 翅 底 か ら
1
／／1 の 箇所 で側方 に 角 張 る。體：長 13−− 15 粍。體幅 4．5〜｛L｛》粍。

　幼 鵡 充分成長 した もの は 隙長約 25 粘 體幅約 欲5 粍 。 體は 扁牛で 光澤 あ る 茶褐［血を 呈 し ， 頭部 ，

前背板 の 大部分及第 9 腹節背 iaiは濃赤褐色。沓節 に 赤褐色 の 汚斑 を 散布 し・各鰤 蜘 1rに は 多數の 黄褐色

長 毛 を装 ふ 。頭部は 強 大 で 扁誓  幅廣い 矩形を 呈 し，前縁 に 長 い 剛毛を列生し，
3 箇の 鼻状炎起を有 す る D

大 腮は 黒褐色 ， 細長 で 鏡 く， 内面 に齒がない 。1副 思は 明瞭 な長三 角形 を呈す る。第 1 胸i哘は 第 2，第 3 胸

節を合 した もの と鵬 ｛長。第 9 腹陥は 基部か ら斜に 刳取 られた や うな 楕圓形 を 呈 し，中央 に 2 縱際を 走

ら し・そ れ を挾 んで 深い 波状 の 横皺 を刻 み，深 い 點刻 を粗布 す るD 尾 端 は 2 叉 し ， 上 方 に 饑曲 して 鐃 く尖

り ・ 各叉 の 内 側基部 に 更 に 鋭 い 】 小齒を有 し ， 濃赤謁色を呈 す る。各叉 に よつ て 園 まれ た 室問 は 長心臓

形を呈す る。側讖は 不 JE三 角形 の 鏡い δ 大突 起 に よつ て 鋸歯状を 呈 し、彳｝炎起は 上方 に彎 曲し そ の 先 端

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に 近 くi　 pi；｝色の 長毛 を装ふ て ゐ る。

　 　　　　 分 布 北海逎，本州・四國・九 17卜：，朝鮮， 琉球。

　 　　　　 本種 の 成蟲は極 めて 普逓 に 見 られ ， 北海道 に於て

　 　　　 も多數樹液に 集 る が ， 幼 蟲は ， 他 の 種類に 混在 して

　 　　　 馬鈴薯に食 入 して ゐ る の を散 見す る程度 で ，圃場 に

　 　　　 は あ まり 見受 け られず，農作物 とσ）闢係は 少 な い や

　 　　　 うで あ る。高橋氏 （192S ）に よれば他府縣に 於て も

　 　　　 農作物 に對す る加害 は極 め て 輕微 で あ ろ 、

　 　 第 6 瞳1　サ ビ キ コ リ

LCtcOJI　bino‘11‘‘  S　IIO’rSC1 匸口亅，SK 、
尸

　　 幼蟲 の 第 9 腹 節背面

S． クチ ブ トコ メ ツ キ 5癖 sfs

m 配SC 酷 tUS　CA蒼D 覚ZE

〔第 7 圖 ； 第 1 岡版 fj丿

　Si‘esds　onttsczti．tts　 CANI油 ZE ，　M 奄m ・Sec・βc・Li6gc， （2）Vp　t”・：う1 （1873）； 三 輸 ， 臺・中・研・報告 ，
1節，

p、137，p．1〔ig， 1，．　 L｛」4　（1934）．

　成 蟲 瞭は 黒色・ 褐色の 短毛 を 密生 す る 。 觸角 は 陶色・前胸は 四角形で 凸形を呈 レ 細・1・黜刻を谿布

前縁は 赤色を帶び る v 翅鞘は 點亥踊捌 を 有 し ・ 匿腟 は 突出し て 傲 ’」轍 刻を密布す る。脚は 赤褐色．禮長 7〜
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櫻 井 油 ： 北 海道 1こ於 て 農作物 を 害 す る 針 金 蟲類

ま

S　璋1…o　fi豊幅　1．S〜2．3 斗毛爾

幼 蟲 充 分厳 した 幼re。Ctme長 王S 粘 ｛黼 L硫 内外．勸 漁 1長 ， 卵難 で 顧 部 ， 第 1 胸『鰻 第

2
、 第 3 胸陥 第 U1夏節 の 鰌 ii縁は 赤禍色 を呈す る n 頭謂 ま略 IN角

形で ， 前縁に 長毛 を列 生し， 鼻状突起は 3小突起 に 分れて 強大。大 腮

の 先 端 は 鋭 く， 内 方 に 彎 ［II1し・内側 に 1 齒を有す る。弸 思は長 く・ 後

方 に 次第 に 狹 ま る。 第 工 Il雛ijは 長 く、 第 2
、 第 3 陶酣 を 合 した もの

と略等長 ・各節背rrjiは 微恕1の 皺を装ふ 。第 9 腹節は 圓錐形 ， 腹ll『1を取

卷い て 4 列 の 大な る 結鰤 伏突起 が あ る。之 を背iitiか ら見れば・商櫞

か ら
112

の箇所に 小な る 2 對，脇 の 箇所 に 大な る 2 對が列生 し ・ そ

れ よ り先方 1こ 向つ て 夫 々 2 對 ， 1 對 を見 るこ とが出東 ， 先端ぽ更に 1

，1・ys起に絡つ て ゐ るu 突起列 は 腹πliに も存 し ， 各炎起 は 赤 隅色， 長毛

を有す る．

　分 布 北海 道 ， 本州 ，四 國 ， 九 」十r， 朝鮮， 琉球．，

　本種は 北海道 1ご於て は 全 道 的 1こ 分布 して ゐ る が ， そ の 数は　　 集 7 圃　ク チ プ ト コ メ ッ
ー
｝

少 な く，稀に 馬鈴碆に食 入 して ゐ る の を 見受 ける程度で ， 被害 　　 嗣 ｛畑 ，，躍 ・祕 老’SC ：・一！−X’：JiコZS・｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の 幼蟲の 纂 fレ 腹節背 而
は i睡微 で あ る 。

7． ハ ナ コ メツキ の 1 種 PtatynyehltS 　l　p．？

　　　　　 〔第 8 囮 1 第 1、圃 版 7〕

　幼 蟲 1澄は 柔軟で 頗 る細長，充分成長 し た もの は禮長約 42粍に 達す る。

腹僅llは 更 に 小節 に 分 たオL るた め數珠状 に 迚結し ， 極め て よ く伸縮す る。體は

蜚 日 色で ，頭 部及尾飾は 茶謁色を呈す る。前颯は 測 長 い 三 角形 を 呈 し ， 溝に

よ つ て 蕨頂 と分た れ る。上属は よ く疲迷 し 」 大腮は 張 大 で ，1・i4火 か ら先方は

2 枝 に 分れ ， 下 方 の 分枝は 4兎滑で，瀞 ド細長 の 箆状を 呈 し ・ 上 方 の もの は 細

く， 内面 に 鋭 い 3 小齒を有す る。小 腮及下唇は 深 い 溝 に よ り腹面 に 陷 入 し て

ゐ る q 觸角は 3節よ り成り長 大 ，

’
第 2 節は 歪 め る棍棒状を呈 し ， 第 1 肺の 長

さ の 約 3倍 ・ 第 3 節1焔 ll小で 彎曲 し ， ジil脚 に 楕脚 1彡の 小突起を有す る。−G’U”ii

は稍 ［t［1折 して 迚結す る．前胸背板 の 前方 の 大部分は赤禍色 を帶 び ，中・ 後胸

より長 い d 腹節は極め て 柔軟で 各節甚だ 長 く， th
”
∫1〜第 7 節は各 ， 前 ， 巾 ，

後 の 3 小節 に 分れ，中央の 節 は 最 も長大，そ の 腹m 及但1願 に 沓 1對 の 歩脚樣

の 乳頭状炎起 を有し 、 仙価 の 突起の 基部には 氣門を存す る 。 第 8 腹節は 2 節

よ り成 り，突起 に は後節を有す る。第 9腹節後牛 の 背襾は 圓く， 腹面は 凹み，、

尾端 は 鋤刄 形 に 絡つ て ゐ る。背面後牟は 不 IE形細小の 深 い 縮皺で 覆 はれ ・ 金

欝ド

　　 策 　S　鬮

ハナ コメ ツ キ の 1 種
prCttunyeltnts　sp ・？

幼蟲の 第 9 腹節背弼

黄色の 剛毛 を密生す る。肛門節は 尾節腹価 の 中央 に 獲 し・黄白色で 上 1面凹み，先 端 には 1勤当が 多 い ．尾節

の 下側，肛門節の 側方に 位置 し て 不 袵 鋸齒状の キ チ ソ 質赤 陽色の 附1羂片があ る。

　 分　布　北悔道 n

　本種は島松 馬鈴薯玉蜀黍試驗地 の 圃場 に 發 生 して 玉 蜀黍 を食害 し ， 叉網壷 支廳管内に於 て

も少數探集 された こ とがあろ。砂質の 乾燥地 に 發 生 し ， 表 暦の 極 めて よ く乾 燥 した ところ に

好 ん で 棲息する が
，

現 在σ）ところ さ した る被害 は 認め られ な い 。臺灣 に 於 て は 本屬の もの が

†1
’
蔗 に 加無：

し， 外 國ピ於 て も本屬若 くは 近縁屬の もの が Sm．nd 　 wirew ∩rm ，　 C（

．
lm 　 wircwom 】
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⊥u 昆 蟲 ・節 1G 卷 第 1 號

等 と呼ばれ ， 相當 の 害を興 へ て ゐ る。

IV． 幼 蟲 檢 索 表

1

O細

嚠
一
諺．

L4．
F°

6

r
‘

1　 8．

1），

10．

厂 1］，

11
− 12，

「
1’／；鹽

i、“．，

L

體 は 柔軟，雄 めて 細長 ， 責白色 を呈 し，よ く伸紬す る。…・……・・…・…・・PtCttynyehu・s 屬
……’”……’°…噛…………’”‘’”圏’……………’・’u・…ハ ナ コ メ ツ キ

ー種 1’lt’etynyeht ‘s　 R．P．？

體 は 圃い キ チ ン 質で 覆 は れ ， 仲縮 しな い 。………・・…・………………・…・…・………3，壬．

尾端は 2 叉 に 分枝 し、 體 は 幅廣 くfi−T一で あ る。……………・………………………・・5
，
6．

尾 端は分枝 せ ず 1 體は 細長 い 園筒形 を呈す る。……………・………・・………………7，8．

亞 腮 は 三 角形 ，大腮 内而 に 小齒 を有 しな戦
…………・− tt・………………・・…Lrfet）n 屬

’’’’’’”山鹽’TT’−tt−’t−”・”一・・…
　
−t・・・・・・・・・・・・・・・…

　　サ ビ キ コ 　リ　 」，a，c卩n　顔昂0硬‘♂・品ρ　塾r（）・鵬 C 匸rUI」91こY

亞 鬮は長 方形 ， 大腮 内而 に 1 齒が あ る。…・・…・……………・1・……………0σr〃，廝 舗 屬
’…’’’’’”…”…”鹽”…………’・…°コ ガ ネ コ メ ツ キ 61σ，W 雌 62 跏 8C紕 0 淋 M げ rSCH τII 温 KY

第 g 腹 節は側方に 角張 軌 背而後牛部 は稍 ZF
坦 で ，深 い 點刻 を警布 す る

e

…・・・…………

…………°’t−…°”…………’”…’・・……………… 1’・・………一 ・・一 ・…］felCt，7tot・tt，e，屬 9，10．

第 ・CJ 腹節は 圓錐形 ， 末端は 1 小 突起 に 絡 り ， 背面に 點 刻が な い
。

…………・一 ・11
，
12．

體 は赤 禍色 1 第 9 腹節背而に は全而 顯 著 な點刻 を密布 し， 側方 2 對の 突起 を 有 し ， 前

方の もの は 鬩味を帶び て ゐ る が ，後方 の もの は鋭い
。 成長 した幼蟲は體長約 40 粍 に

達 す る，…………………………・…一 …・……ク シ コ メ ツ キ コlcZtt．not ，tfs 掬 ‘ぬ r” CANDSzE 　・

體 は茶褐色 第 9 腹節背襾の 點 刻 は後孚部分 に 於 て 顯著で あ る が ， 前方に は 少な嬬

側方 に は 1 封の 突起 を有 し，少 しく圓味を帶 ぴ る。成長 した も の は 體長 約 25．粍
…・…一…・……・・………・………・・………

マ ル ク ビ ク シ コ メ ツ キ ∬felr’tnottt，s　ecaccle：’LnWls

第 9 腹節に は横 位 の ，1 列の 大 な る結篩朕突起 を列 生す る。………・…・・…・“創1ε廊 屬
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